
分
が
と
る
べ
き
行
動
を
あ
ら
か
じ
め

時
系
列
に
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

自
分
の
家
族
構
成
や
生
活
環
境
に

合
っ
た
、
避
難
に
必
要
な
「
情
報
」

「
判
断
」「
行
動
」
を
把
握
し
て
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、「
自
分

の
逃
げ
方
」を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

地
震
・
風
水
害
対
策

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

	◆
非
常
持
ち
出
し
品

上
の
備
え
の
他
に
も
持
ち
出
し
用

に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
貴
重
品
＝
現
金
、
預
貯
金
通
帳
、

印
か
ん
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

資
格
確
認
書
（
健
康
保
険
証
）、

権
利
証
書
な
ど

□
非
常
食
＝
缶
詰
、ド
ラ
イ
フ
ー
ズ
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど

□
応
急
医
薬
品
＝
常
備
薬
、
ば
ん
そ

う
こ
う
、
傷
薬
、
鎮
痛
剤
な
ど

□
生
活
用
品
＝
下
着
・
上
着
、
靴
下
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、雨
具
、紙
お
む
つ
な
ど

※
持
病
が
あ
る
方
は
、
医
師
や
薬
剤

師
と
、
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

	◆
家
具
の
転
倒
な
ど
か
ら
身
を
守
る

□
寝
室
に
背
の
高
い
家
具
は
置
か
な
い

□
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る

□
家
具
や
家
電
に
転
倒
防
止
金
具
な

ど
を
取
り
付
け
る

	◆
停
電
の
備
え

	・
携
帯
電
話
は
、

情
報
を
得
る

た
め
の
重
要
な

ツ
ー
ル
で
す
。

電
池
な
ど
で
充
電
で
き
る
充
電
器

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

	・
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
、
予
備
の
電

池
も
十
分
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

	◆
燃
料
の
備
え

	・
卓
上
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
や
固
形

燃
料
を
備
え
ま

し
ょ
う
。

	・
予
備
の
カ
セ
ッ

ト
ガ
ス
も
十
分
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、「
避

難
行
動
」
を
ま
と
め
た
行
動
計
画
表

で
す
。
台
風
の
接
近
な
ど
に
よ
る
河

川
の
水
位
上
昇
や
洪
水
に
備
え
、
自

備
え
を
万
全
に

	◆
水
の
備
え

	・
飲
料
水
は
、
１

日
1
人
3
リ
ッ

ト
ル
を
目
安
に

備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

	・
お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
生
活
用
水

に
利
用
で
き
ま
す
。

	◆
食
料
の
備
え

	・
缶
詰
、
レ
ト
ル 

ト
食
品
、
フ
リ 

ー
ズ
ド
ラ
イ
食

品
な
ど
調
理
済

み
の
も
の
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
を
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で

普
段
使
う
食
品
や
加
工
品
な
ど

を
少
し
多
め
に
買
い
置
き
し
て
、

賞
味
期
限
の
近
い
物
か
ら
消
費

し
、
使
っ
た
分
を
買
い
足
す
こ
と

で
、常
に
一
定
量
の
ス
ト
ッ
ク（
備

蓄
）
を
保
つ
方
法
で
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
物
流
の

ス
ト
ッ
プ
に
よ
り
、
食
料
な
ど
が
入
手
困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
最
低
３
日
間
分
、
で
き
れ
ば
１
週
間
分
の
食

料
や
日
用
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
！

 
 

消
防
防
災
課
☎（
５
０
）１
２
２
６ 

□
地
震
保
険
や
地
震
共
済
に
加
入

	◆
水
害
や
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

最
近
で
は
、
局
地
的
に
激
し
く
降

る
雨
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

時
期
は
台
風
も
発
生
し
や
す
い
た

め
、
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

□
氾
濫
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

河
川
・
水
路
に
近
づ
か
な
い

□
集
中
豪
雨
な
ど
で
は
、
が
け
崩
れ

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
注
意

※
勾
配
の
急
な
斜
面
で
は
、
が
け
の

上
・
下
ど
ち
ら
も
注
意
が
必
要
で

す
。
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

	◆
通
電
火
災
か
ら
身
を
守
る

□
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
取
り
付
け
る

□
避
難
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
オ
フ
に

□
ブ
レ
ー
カ
ー
を
復
旧
さ
せ
る
際
、

安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
を
活
用

□
復
旧
前
、
電
気
器
具
に
破
損
が
な

い
か
確
認

□
暖
房
器
具
の
横
転
や
周
辺
に
可
燃

物
が
な
い
か
確
認

	◆
家
族
と
の
連
絡
手
段
を
決
め
て
お
く

□
家
族
で
避
難
場
所
や
離
れ
ば
な
れ

に
な
っ
た
場
合
の
連
絡
方
法
を
決

め
て
お
く

□
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）

や
携
帯
電
話
の
災
害
用
伝
言
板

サ
ー
ビ
ス
を
確
認

災
害
に
備
え
て 

水
道
水
の
く
み
置
き
を

	◆
く
み
置
き
の
方
法

清
潔
で
ふ
た
の
で
き
る
容
器
（
ポ

リ
タ
ン
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
水
筒

な
ど
）
に
な
る
べ
く
空
気
が
入
ら
な

い
よ
う
に
口
元
い
っ
ぱ
い
ま
で
水
道

水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
水
は
沸
騰
さ
せ
た
り
浄
水
器

な
ど
に
通
さ
ず
、
蛇
口
か
ら
そ
の
ま

ま
容
器
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

	◆
く
み
置
き
の
保
存
方
法
・
期
間

直
射
日
光
を
避
け
て
、
冷
暗
所
に

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
毒

用
の
塩
素
に
よ
る
殺
菌
効
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、
約
3
日
間
保
存
で
き
ま

す
。
保
存
期
間
を
過
ぎ
た
水
は
、
飲

み
水
以
外
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
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●防災行政無線放送内容の電話
音声案内

専用電話▶☎(50)1188

●東金市防災メール（空メール送
信で登録）
▶bousai.togane-city@raiden2.
ktaiwork.jp

●消防防災課公式Ｘ
(旧ツイッター）
▶@tougane_bousai

●東金市避難情報等架電サービス
高齢者や障がいのある方を対
象に、災害時に緊急性の高い情
報を電話でお知らせします。消
防防災課で申し込めます。

飲み水も
生活用水も

そのまま
食べられるものを

バッテリー
切れに注意

ガスや電気の
ストップに備えて

 ID 7281

逃げ遅れを
なくそう

防 災 の 日９月１日は

◀メール
　作成画面

防災情報はこちらから

ID番号からの検索：市ホームページ →  ID検索 10



  ID8640

▲友だち追加

経
年
に
よ
り
劣
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
基
準
を
守
ら
な
い
で
造
ら
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
地
震
の
時
に
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
倒
壊
は
、
人
的
被
害
を
発
生
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、道
路
を
ふ
さ
ぎ
、

避
難
や
救
助
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り

ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
塀
（
石

造
や
れ
ん
が
造
な
ど
）
に
は
建
築
基

準
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準
が
あ
り
、

塀
の
所
有
者
は
基
準
を
守
る
と
と
も

に
塀
を
安
全
に
管
理
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
道
路
に
面
し
た
塀
が
敷
地

内
に
あ
る
方
は
、安
全
性
を
確
認
し
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

点
検
の
結
果
、
危
険
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
補
修
・
撤
去

な
ど
を
行
い
、
通
行
者
へ
の
注
意
喚

起
も
お
願
い
し
ま
す
。

□１ 塀は高すぎないか
 ・塀の高さは地盤から2.2m以下か。
□２ 塀の厚さは十分か
・塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが
2m超2.2m以下の場合は15cm以上）

□３ 控え壁はあるか。（塀の高さが
1.2m超の場合）

・塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さ
の1/5以上突出した控え壁があるか。

□４ 基礎があるか
 ・コンクリートの基礎があるか。

以下の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善し
ましょう。まず外観で1〜5をチェックし、不適合や分からないことがあれ
ば、専門家に相談しましょう。

◆組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）の塀の場合
□１ 塀の高さは地盤から1.2m以下か。
□２ 塀の厚さは十分か。
□３ 塀の長さ4m以下ごとに、塀の厚さの1.5倍以上突出した控え壁があるか。
□４ 基礎があるか。　
□５ 塀に傾き、ひび割れはないか。

〈専門家に相談しましょう〉
□６ 基礎の根入れ深さは20cm以上か。

出典：パンフレット「地震からわ
が家を守ろう」日本建築防災協会
2013.1より一部改

ブロック塀点検のブロック塀点検の
チェックポイントチェックポイント

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
点
検

塀
の
倒
壊
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
点
検
を

 

都
市
整
備
課
☎（
５
０
）１
１
５
０

 ID 6105

高さ

ひび割れ
鉄筋

厚さ

根入れ

控え壁

	◆
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
の

伐
採
を

私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し

て
い
る
樹
木
な
ど
は
、
土
地
の
所
有

者
に
所
有
権
が
あ
る
た
め
、
緊
急
時

を
除
き
、
市
で
伐
採
や
枝
払
い
な
ど

は
で
き
ま
せ
ん
。

	◆
次
の
よ
う
な
状
態
の
と
き
は
伐
採

や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い

	・
車
道
や
歩
道
に
樹
木
や
枝
が
張
り

出
し
て
い
る

	・
枯
れ
枝
や
枯
れ
木
の
倒
木
に
よ
る

通
行
障
害
が
あ
る

	・
竹
や
木
の
繁
茂
に
よ
る
通
行
障
害

が
あ
る

※
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し

た
樹
木
な
ど
に
よ
る
事
故
は
、
所

有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

	◆
道
路
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
、	

異
常
を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
道
路
の

保
全
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
交
通
量

の
増
加
な
ど
に
よ
り
道
路
の
傷
み
が

激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
陥

没
な
ど
で
も
事
故
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

市
道
の
穴
や
路
肩
の
崩
れ
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
標
識

や
こ
れ
ら
の
支
柱
、
側
溝
の
破
損
な

ど
、
道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

道
路
の
保
全
に
ご
協
力
を

皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
は
大
切
な
情
報
源
で
す ID 839、

4183

 

建
設
課 

樹
木
の
伐
採
☎（
５
０
）１
１
４
５ 

道
路
の
異
常
☎（
５
０
）１
１
４
８

路肩が
崩れています

カーブミラーが
壊れています

道路に
穴があいて
います路肩の崩れ

構造物の
破損 道路の穴

東金市公式LINEアカウント
道路の異常を見つけたら、
LINEの通報・連絡機能から、
写真を撮って、連絡できます。

□５ 塀は健全か
 ・塀に傾き、ひび割れはないか。	

〈専門家に相談しましょう〉
□６ 塀に鉄筋は入っているか
・塀の中に直径9mm以上の鉄筋が、
縦横とも80cm間隔以下で配筋さ
れており、縦筋は壁頂部および基
礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞ
れかぎ掛けされているか。

・基礎の根入れ深さは30cm以上か。
（塀の高さが1.2m超の場合）

市HP
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公
共
交
通
を
利
用
し
よ
う

９
月
20
日
は
バ
ス
の
日

                  
 

九
十
九
里
鐵
道
㈱ 

☎（
５
２
）３
１
６
１

        

京
成
バ
ス
千
葉
イ
ー
ス
ト
㈱
成
東
営
業
所 

☎（
８
２
）２
６
１
１　

　
　
　
　
　
　

        

地
域
振
興
課 

☎（
５
０
）１
１
９
６

 ID 758

明
治
36
年
9
月
20
日
、
日
本
で
初

め
て
京
都
市
で
バ
ス
が
運
行
さ
れ
た

こ
と
に
ち
な
み
、
９
月
20
日
は
「
バ

ス
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ス
は
生
活
の
足
と
し
て
、
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
の
ひ

と
つ
で
す
。
し
か
も
、
バ
ス
の
利
用

に
は
、
マ
イ
カ
ー
に
は
な
い
メ
リ
ッ

ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
利
用
が
増
え
る
こ
と

で
、
地
域
の
公
共
交
通
は
よ
り
充
実

し
て
い
き
ま
す
。
暮
ら
し
を
よ
り
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
積
極

的
に
バ
ス
を
利
用
し
て
、
公
共
交
通

を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
運
行
状
況
な
ど
詳
し
く
は
各
事
業

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
み
よ
う

市
内
の
路
線
バ
ス
は
、
主
に

九
十
九
里
鐵
道
㈱
と
京
成
バ
ス
千
葉

イ
ー
ス
ト
㈱
の
２
事
業
者
に
よ
り
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
㈱
は
、
４
月

か
ら
京
成
バ
ス
千
葉
イ
ー
ス
ト
㈱

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た

地
域
で
は
、
地
域
の
要
望
に
よ
り
市

内
循
環
バ
ス
が
２
路
線
運
行
し
て
い

八街駅
求名駅

みのりの郷
東金

東金商業高校

千
葉
学
芸
高
校

・
砂
押
県
道

ふれあいセンター

大網駅

福俵

本須賀

駅入口 (片貝 )家徳

幸田 不動堂

成東駅

サ
ン
ラ
イ
ズ

九
十
九
里

千
葉
駅

日吉台
・八坂台

丘山
小学校

季美の森

東千葉
メディカルセンター

東
金
駅
入
口

極楽寺

東
金
駅

東
口

市
内
循
環
バ
ス

豊
成
路
線

市内循環バス
福岡路線

東金
市役所

東
金
駅

西
口 サンピア前

片貝線
豊海線
八街線

大網線
季美の森線
千葉線

市内循環バス福岡路線
市内循環バス豊成路線

西が丘線
凡例

※フラワーライナーの「求名駅 経由」は、現在運休中です。

ま
す(

福
岡
路
線
、
豊
成
路
線)

。

高
速
バ
ス
に
乗
っ
て
み
よ
う

市
外
へ
の
通
勤
・
通
学
の
際
に
便

利
な
高
速
バ
ス
が
、
九
十
九
里
鐵
道

㈱
、
京
成
バ
ス
千
葉
イ
ー
ス
ト
㈱
に

よ
り
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

路線バス高速バス

シーサイドライナー
フラワーライナー
九十九里・レイクライナー

凡例

バスターミナル
東京八重洲

日吉台

東千葉
メディカルセンター

東金駅入口

求名駅
東金駅西口

東金駅東口 家徳

片貝駅

JR千葉駅行き
一部東千葉メディカルセンター経由

一部東千葉メディカル
センター経由
（下りのみ）

成東車庫

千葉駅

※大網線、季美の森線は、現在運休中です。

	◆
と
う
が
ね
が
よ
り
身
近
に

バ
ス
で
行
き
会
う
方
と
挨
拶
し
た

り
、
窓
か
ら
の
風
景
を
眺
め
て
み
た

り
…
。
市
内
の
各
地
を
結
ぶ
バ
ス
に

乗
る
と
、
と
う
が
ね
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

	◆
と
う
が
ね
再
発
見

い
つ
も
と
違
う
バ
ス
停
で
降
り
て
、

普
段
通
ら
な
い
場
所
を
ゆ
っ
く
り
と

歩
い
て
み
る
と
…
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

お
店
が
あ
っ
た
ん
だ
！
と
新
し
い
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

	◆
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
足
腰
の
機
能
が
低
下
し
て
、
将

来
介
護
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

ま
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
直
接
行
け

る
自
家
用
車
と
比
べ
て
、
バ
ス
を
利

用
し
た
場
合
は
、歩
く
機
会
が
増
え
、

健
康
の
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

	◆
安
心
し
て
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着

け
ま
す

プ
ロ
の
運
転
手
が
運
転
す
る
バ
ス

な
ら
移
動
中
も
ゆ
っ
た
り
で
き
て
安

心
。
本
を
読
ん
だ
り
、
う
た
た
寝
し

た
り
と
移
動
時
間
も
楽
し
め
ま
す
。

	◆
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を
減
ら
そ
う

自
分
の
責
任
に
よ
る
事
故(
加
害

者
）
の
リ
ス
ク
を
な
く
せ
て
、
自
分

も
家
族
も
安
心
。
ま
た
、
走
る
車
の

数
が
減
る
と
、
交
通
事
故
も
起
き
に

く
く
な
り
ま
す
。

バ
ス
利
用
の
す
ゝ
め

ID番号からの検索：市ホームページ →  ID検索 12



認
知
症
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
。

「
認
知
症
に
な
っ
た
こ
と
を
近
所

や
親
戚
の
人
に
も
言
え
な
い
」「
認

知
症
に
な
る
と
何
も
で
き
な
く
な

る
」
と
い
っ
た
後
ろ
向
き
な
イ
メ
ー

ジ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
こ

と
で
、
進
行
と
と
も
に
生
じ
る
変
化

に
戸
惑
い
、
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
認
知
症
の
ご
本
人
や
ご

家
族
の
方
か
ら
は
、「
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
今
ま
で
ど
お
り
暮
ら
し
た
い
」

「
長
年
や
っ
て
き
た
趣
味
が
続
け
ら
れ

古い認知症観
1　他人ごと、向き合わない、先延ばし

2　わからなくなる・できなくなる
　  本人が自分で選ぶ・決めるのは無理

3　恥ずかしい、周りに隠す

4　世話になる一方、地域で暮らすのは無理

5　暗い、萎縮、楽しみがない、絶望的

９
月
は
認
知
症
月
間
で
す

本
人
も
家
族
も
み
ん
な
楽
に
な
る
！
新
し
い
認
知
症
観

                                       
 

高
齢
者
支
援
課
☎（
５
０
）１
１
６
５

  ID
 １ 1102
 2  9775
 3  9873
 4  3310

新しい認知症観
1　自分ごと、向き合う、今ここで

2　わかること・できることがある
　  本人が自分で選び・決める（その支援を）

3　自分は自分、隠さずオープンに

4　地域の一員として活躍できる、ともに

5　明るい、伸び伸び、楽しく、希望がある

１ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
。
各
種
団
体

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

２ 

認
知
症
高
齢
者
等 

見
守
り
シ
ー
ル

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
際
に
活
用
で
き
る
見
守

り
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
配

布
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

	◆
見
守
り
シ
ー
ル
の
仕
組
み

※
二
次
元
コ
ー
ド
を

衣
服
な
ど
に
貼
っ

て
あ
り
、
心
配
や

困
っ
た
様
子
の
あ

る
方
を
発
見
し
た

際
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

３ 

認
知
症
ケ
ア
パ
ス

認
知
症
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
ひ
と
目
で

分
か
り
ま
す
。

配
布
場
所
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
高
齢
者
支
援
課

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム

高
齢
者
支
援
課
内
に
医
療
や
介

護
の
専
門
チ
ー
ム
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
な
ど
を

訪
問
し
、
適
切
な
医
療
・
介
護
に
つ

な
げ
る
た
め
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
関
連
図
書
展
示

認
知
症
に
関
す
る
図
書
の
展
示
を

東
金
図
書
館
で
行
い
ま
す
。

期
間
▼
９
月
の
開
館
日

相
談
し
ま
し
ょ
う

自
分
や
身
近
な
方
に
気
に
な
る
症

状
が
現
れ
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
医
や
認
知
症
の
専

門
医
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

４ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

口
で
す
。

〇
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
３
）３
０
７
１

〇
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
）８
８
７
７         

アップデートしようアップデートしよう認知症観認知症観

る
の
は
嬉
し
く
、
楽
し
い
」
と
い
っ

た
前
向
き
な
声
も
聞
こ
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
後
ろ
向
き
な
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
が
ち
で
し
た
が
、
新

し
い
認
知
症
観
と
し
て
、
認
知
症
に

な
っ
て
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

つ
な
が
り
な
が
ら
、
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
し
続
け
る
向
き
合
い
方
が
認
知

症
基
本
法
に
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
４
０

年
に
は
高
齢
者
の
約
３
・
3
人
に
1

人
が
認
知
症
ま
た
は*
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
誰
で
も
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

新
し
い
認
知
症
観
へ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
＝
記

憶
障
害
な
ど
の
軽
度
の
認
知
機
能

の
障
が
い
が
認
め
ら
れ
る
が
、
日

常
生
活
は
問
題
な
く
送
れ
る
状
態

の
こ
と
で
す
。

本人も家族も、周りの人も本人も家族も、周りの人も
みんなが楽になるみんなが楽になる

出典：認知症介護研究・研修東京センター 永田久美子

発
見
し
た
方
が
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
る

発
見
者
と
家
族
の
間
で
、

掲
示
板
を
使
っ
て
匿
名
で
の

や
り
と
り
も
可
能

「
見
つ
か
り
ま
し
た
」な

ど
の
メ
ー
ル
が
家
族
に

自
動
配
信
さ
れ
る

約2.5㎝

約5㎝見 本見 本
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市HP

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
、
実
態
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
実
施
に
当
た
り
、
市
が
委
託
す
る
業
者
の

調
査
員
が
建
築
物
の
状
況
を
外
観
目
視
に
よ
り

調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
写
真
撮
影
を
行
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
現
地
調
査
の
結
果
、
空
き
家
と
思
わ

れ
る
建
物
の
所
有
者
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

と
き
▼
10
月
下
旬
（
予
定
）
ま
で

対
象
▼
市
内
全
域
の
空
き
家
（
住
宅
・
店
舗

な
ど
）

２
つ
の
ご
み
減
量
プ
ロ
グ
ラ
ム

９
月
１
日
か
ら
、
家
庭
で
発
生
す
る
生
ご
み

の
減
量
の
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
て
ご
み

の
減
量
に
楽
し
く
取
り
組
め
る
、
２
つ
の
減
量

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

	◆
生
ご
み
減
量
プ
ロ
グ
ラ
ム

ご
家
庭
の
は
か
り
な
ど
で
水
切
り
前
後
の

生
ご
み
の
重
さ
を
測
り
、
ア
プ
リ
に
入
力
す
る

と
、
グ
ラ
フ
で
削
減
量
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
削
減
量
に
応
じ
て
、
ラ
ン
キ
ン
グ
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

	◆
賞
味
（
消
費
）
期
限
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

食
品
の
賞
味
（
消
費
）
期
限
な
ど
を
ア
プ
リ

に
登
録
す
る
と
、
ど
の
食
品
の
期
限
が
い
つ
切

れ
る
か
を
簡
単
に
管
理
で
き
ま
す
。
ま
た
、
消

費
し
た
い
食
品
を
選
択
し
て
レ
シ
ピ
の
検
索
も

で
き
ま
す
。

	◆
参
加
方
法

①
東
金
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
「
ご

み
分
別
＆
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
選
択

②
「
生
ご
み
減
量
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
ま
た
は
、「
賞

味
（
消
費
）
期
限
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
選
択

③
「
利
用
規
約
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」

に
同
意

④
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

⑤
利
用
開
始

可
燃
ご
み
の
約
半
分
が
水
分

可
燃
ご
み
の
重
量
の
う
ち
、
約
50
％
は
水
分

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
ご
み
か
ら
出
て
い
ま

す
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
可
燃

ご
み
で
の
調
べ
）。
生
ご
み
を
捨
て
る
前
の
水

切
り
で
、
ご
み
を
減
量
し
ま
し
ょ
う
。

	◆
水
切
り
の
効
果

〇
ご
み
の
重
量
を
減
ら
せ
る

生
ご
み
の
う
ち
約
80
％
が

水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
嫌
な
臭
い
の
防
止

嫌
な
臭
い
の
原
因
は
、
水
分
で
す
。

〇
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

焼
却
時
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
量
を
抑
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ご
み
の
収
集
量
も
減
る

た
め
、
収
集
車
の
燃
費
も
向
上
し
、
環
境
負
荷

を
減
ら
せ
ま
す
。

	◆
水
切
り
の
方
法

〇
ご
み
を
水
に
濡
ら
さ
な
い

野
菜
は
洗
う
前
に
皮
を
む
く
／
野
菜
の
皮
は

三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
濡
れ
や
す
い
場
所
に
置

か
ず
、
そ
の
ま
ま
捨
て
る

〇
乾
か
し
て
か
ら
捨
て
る

お
茶
が
ら
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
は
水
気
を
絞
り

乾
か
す
／
ス
イ
カ
の
皮
な
ど
の
水
分
量
が
多
い

も
の
は
、
天
日
干
し
で
十
分
に
乾
か
す
／
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
を
利
用
す
る

〇
ご
み
出
し
前
に
も
う
ひ
と
絞
り

水
切
り
ネ
ッ
ト
に
生
ご
み
を
入
れ
て
絞
る
／

水
切
り
ア
イ
デ
ア
グ
ッ
ズ
を
利
用
す
る

  ID 8640

ご
み
減
量
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

家
庭
で
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

 
 

環
境
保
全
課
☎（
５
０
）１
1
７
０

空
家
等
実
態
調
査

調
査
員
が
空
き
家
の
外
観
を
確
認
し
ま
す

  ID
13734

空
き
家
の
手
引
き
を
発
行

空
き
家
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

 
 

都
市
整
備
課
☎（
５
０
）１
1
５
０

  ID
13732

空
き
家
に
関
す
る
問
題
や
制
度
へ
の
理
解
が

よ
り
深
ま
る
よ
う
、
東
金
市
空
き
家
の
手
引
き

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民

協
働
事
業
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
、
空
き

家
を
放
置
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
や
空
き
家
の
管

理
、
売
却
・
賃
貸
、
相
続
な
ど
に
関
す
る
情
報

を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
住
ま
い
を
所
有
し
て
い
る
方
も
、
自
宅

が
将
来
空
き
家
に
な
っ
て
困
ら
な
い
よ
う
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

調
査
実
施
業
者
▼
㈱
ゼ
ン
リ
ン
千
葉
支
店

〇
調
査
員
は
、
市
が
発
行
し
た
調
査
員
証
を	

携
帯
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
ま
す

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
調
査
員
証
の
提
示

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

〇
調
査
員
は
、
み
だ
り
に
敷
地
内
に
立
ち
入
り

ま
せ
ん

必
要
に
応
じ
て
、
玄
関
先
や
呼
び
鈴
が
あ
る

位
置
ま
で
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

  ID
13445

 
 

都
市
整
備
課
☎（
５
０
）１
1
５
０

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
閲
覧

で
き
る
電
子
書
籍
版
も
あ
り
ま
す
。

配
布
場
所
▼
都
市
整
備
課
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

 ▲電子書籍版

 ▲東金市公式
　 LINE
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東
金
ア
リ
ー
ナ 

ス
ポ
ー
ツ
教
室

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
♪ 

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
選
べ
ま
す

 
 

東
金
ア
リ
ー
ナ
☎（
５
０
）１
７
１
５

第
２
期
（
10
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
東
金
ア
リ
ー
ナ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
受
付
開
始
日
の
午
前
10
時
～
正
午
＝
電
話
申
込
の
み
、
そ
れ
以

降
＝
窓
口
も
可

〈教室一覧〉
受付開始日 教室 回

数
曜
日 時間 費用

9月3日㈬
繋がるヨガ 15 火 午前11時15分～午後0時45分 8,000円
ZUMBA 15 火 午後7時10分～8時 8,000円

4日㈭ ステップ教室 18 水 午前9時10分～10時10分 8,000円

5日㈮
からだほぐし・体幹あっぷ
AM教室 15 火 午前9時30分～10時30分 8,000円

からだほぐし・体幹あっぷ
PM教室 15 火 午後1時30分～2時30分 8,000円

6日㈯
ダンベルエアロビクス教室 18 水 午前10時20分～11時20分 8,000円
初級エアロビクス水曜教室 18 水 午前11時30分～午後0時30分 8,000円

9日㈫ スポーツ吹矢教室 10 土 午後1時～3時 5,000円

10日㈬
青竹体操教室 18 木 午前11時10分～午後0時10分 8,000円
触覚ボールセルフケア教室 15 金 午前9時50分～10時50分 8,000円

11日㈭
スローステップ教室 18 土 午前9時～9時45分 7,000円
初級エアロビクス土曜教室 18 土 午前9時55分～10時55分 8,000円
中級エアロビクス教室 18 土 午前11時5分～午後0時5分 8,000円

12日㈮
アクティブシニア塾 15 木 午前9時5分～9時50分 7,000円
アリーナ元気塾 15 木 午前9時55分～10時55分 7,000円

と
う
が
ね
健
康
フ
ェ
ス
タ

近
所
の
薬
剤
師
と
つ
な
が
ろ
う

 
 

健
康
増
進
課
☎（
５
０
）１
１
７
４

市
と
山
武
郡
市
薬
剤
師
会
で
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師

が
い
ま
す
か
。
薬
剤
師
は
、
身
近
に

相
談
で
き
る
医
療
の
専
門
家
で
す
。

健
康
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
薬
剤
師
が
脳

年
齢
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

無
料
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
東
金
ア

リ
ー
ナ
の
職
員
に
よ
る
測
定
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

※
と
き
ス
ポ
と
同
時
開
催
で
す
。

と
き
▼
10
月
12
日
㈰
午
前
９
時
30
分

～
正
午
ご
ろ
（
最
終
受
付
＝
11
時

45
分
）

と
こ
ろ
▼
東
金
ア
リ
ー
ナ

持
ち
物
▼
室
内
履
き

※
体
力
測
定
（
詳
し
く
は
10
月
号
）

な
ど
に
参
加
す
る
方
は
、
運
動

が
で
き
る
服
装
も
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

ア
リ
ー
ナ
職
員
に
よ
る 

測
定（
事
前
申
込
不
要
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時

45
分

対
象
▼
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

測
定
項
目
▼
体
組
成
計
測
定
（
Ｉ
ｎ

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
）、運
動
機
能
測
定
（
ザ

リ
ッ
ツ
）

 ID 
12793

薬
剤
師
な
ど
に
よ
る
測
定

（
要
事
前
申
込
）

受
付
時
間
▼
①
午
前
９
時
30
分
～
10

時
15
分
②
10
時
15
分
～
11
時
③
11

時
～
11
時
45
分

対
象
▼
市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の
方

測
定
項
目
▼
脳
年
齢
測
定
、
血
管
年

齢
測
定
、
骨
年
齢
測
定
、
血
中
鉄

分
量
測
定

申
込
方
法
▼
電
話
で
申
し
込
み

※
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
が
出
た
場
合
の

み
、
当
日
受
付
を
し
ま
す
。

当日参加薬局▶アイティーオー松尾
薬局、アップル薬局東金店、ウエ
ルシア薬局東金押堀店、小野薬局、
そうごう薬局東金店、なの花薬局、
はづき薬局、東口岸本薬局、松屋
薬局、薬局漢方閣、新盛堂薬局

広報とうがね｜2025年（令和7年）9月号15



市HP

地
域
で
果
た
し
て
い
る
役
割

東
金
市
と
九
十
九
里
町
の
1
市
1

町
を
設
立
団
体
と
し
た
、
地
方
独
立

行
政
法
人
東
金
九
十
九
里
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
（
法
人
）
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
（
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
ま
た
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域

医
療
の
よ
り
一
層
の
充
実
強
化
に
向

け
、
関
係
医
療
機
関
や
消
防
機
関
な

ど
と
の
連
携
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

救
急
医
療
に
関
し
、
山
武
郡
市

の
二
次
救
急
医
療
輪
番
病
院
と
し
て

の
役
割
も
引
き
続
き
果
た
し
、
令
和

６
年
度
は
、
救
急
車
に
よ
る
患
者
を

２
千
７
８
８
人
受
け
入
れ
ま
し
た
。

【
グ
ラ
フ
１
（
救
急
搬
送
の
状
況
）】

ま
た
、
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
管
轄
内
で
発
生
し
た
重
症

患
者
な
ど
の
救
急
搬
送
の
う
ち
、
約

39
％
を
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

け
入
れ
る
な
ど
、
三
次
救
急
医
療
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。【
グ
ラ
フ
２
（
重
症
患
者
な
ど

の
搬
送
状
況
）】

ま
た
、
周
産
期
医
療
に
関
し
、
令

和
６
年
度
の
分
娩
件
数
は
３
５
６
件

で
あ
り
、
東
金
市
・
九
十
九
里
町
に

お
け
る
出
生
数
の
う
ち
、
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
で
分
娩
し
た
割
合
は
、

東
金
市
で
は
５
６
％
、
九
十
九
里
町

で
は
6
５
・
５
％
で
あ
り
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、

泌
尿
器
科
・
眼
科
を
開
設
し
、
当
初

予
定
し
て
い
た
診
療
科
を
全
て
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
５
月

に
は
届
出
病
床
を
３
０
３
床
へ
増
床

す
る
な
ど
、
地
域
医
療
の
よ
り
一
層

の
充
実
強
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

設
立
団
体
の
財
政
負
担

設
立
団
体
に
よ
る
運
営
費
負
担
金

は
、
開
院
後
10
年
間
（
平
成
26
年
度

～
令
和
5
年
度
）
に
お
け
る
実
質
的

な
負
担
額
の
総
額
を
、
当
初
計
画
で

は
26
億
５
千
万
円
以
内
に
設
定
し
て

い
ま
し
た
。実
質
的
な
負
担
額
と
は
、

実
際
の
負
担
額
か
ら
地
方
交
付
税
措

置
額
を
差
し
引
い
た
も
の
を
指
し
ま

す
。
令
和
5
年
度
ま
で
の
負
担
額
の

実
績
は
、25
億
６
千
９
０
０
万
円（
う

ち
東
金
市
分
20
億
７
千
７
０
０
万

円
）
で
あ
り
、
当
初
計
画
の
範
囲
内

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
と
令

和
7
年
度
の
実
質
的
な
負
担
額
は
、

第
4
期
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
年

2
億
６
千
５
０
０
万
円
を
見
込
み
、

令
和
６
年
度
の
負
担
額
の
実
績
は

２
億
１
０
０
万
円
（
う
ち
東
金
市
分

１
億
７
千
３
０
０
万
円
）
で
し
た
。

令
和
６
年
度
の　
　
　

決
算
状
況

収
益
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
地

域
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め

た
結
果
、
入
院
・
外
来
患
者
数
は
前

年
よ
り
も
増
加
し
、
入
院
収
益
は
６

億
３
千
６
０
０
万
円
の
増
加
、
外
来

収
益
は
１
億
７
千
９
０
０
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

う
病
床
確
保
支
援
な
ど
の
補
助
金
は

終
了
と
な
り
、
補
助
金
収
益
は
６
億

５
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た

が
、
収
益
全
体
は
、
３
億
６
千
４
０

０
万
円
増
加
し
、
87
億
３
千
４
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、費
用
に
つ
い
て
は
、

救
急
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
政
策
医

療
の
提
供
や
医
療
提
供
体
制
を
維
持

す
る
た
め
の
医
師
や
看
護
師
な
ど
の

人
材
確
保
の
ほ
か
、
患
者
数
増
加
に

伴
う
診
療
材
料
費
の
増
加
、
物
価
高

騰
に
よ
る
光
熱
水
費
の
増
加
な
ど
の

影
響
で
、
費
用
全
体
は
、
４
億
９
千

８
０
０
万
円
増
加
し
、
97
億
５
千
６

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
損
益
収
支
に
つ
い

て
は
、
10
億
２
千
２
０
０
万
円
の
赤

字
計
上
と
な
り
ま
し
た
。【
グ
ラ
フ
３

（
経
営
状
況
の
推
移
）】。

経
営
の
状
況

山
武
長
生
夷
隅
保
健
医
療
圏
に
お

け
る
唯
一
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
政
策
医
療
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
状

況
で
の
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
金
繰
り
の
安
定
化
の
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

に
か
け
て
設
立
団
体
の
基
金
（
千

葉
県
か
ら
の
交
付
金
を
積
み
立
て

た
も
の
）
か
ら
の
貸
付
け
（
総
額

37
億
７
千
７
０
０
万
円
）
や
、
平
成

30
年
度
に
千
葉
県
か
ら
の
追
加
財
政

支
援（
30
億
円
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
に
伴
う
病
床
確
保
支

援
金（
総
額
78
億
２
千
７
０
０
万
円
）

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
資
金
繰
り
の
安

定
化
は
一
定
程
度
図
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
施
設
整
備
な
ど
に
係
る

借
入
金
の
返
済
、
設
立
団
体
の
基
金

に
係
る
借
入
金
の
返
済
に
要
す
る
支

出
が
一
定
程
度
の
規
模
の
固
定
的
な

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
開
院
後

10
年
以
上
経
過
し
既
存
設
備
の
更
新

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
診
療
報
酬
へ

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
、
設
立
団
体
（
東
金
市
お
よ
び
九
十
九
里
町
）
の
財
政
負
担

状
況
、
経
営
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

その他
778人
その他
778人

東金市
632人
東金市
632人

九十九里町
189人

大網白里市
498人山武市

332人
山武市
332人

茂原市
359人

救急搬送の状況

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

経
営
状
況
や
今
後
の
取
り
組
み

 
 

こ
の
記
事
に
つ
い
て
＝
市
医
療
セ
ン
タ
ー
推
進
課
☎（
５
０
）１
２
５
３

  

診
療
に
つ
い
て
＝
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
☎（
５
０
）１
１
９
９

グラフ1

重症患者などの搬送状況グラフ2

管外医療機関
331人(36％)
管外医療機関
331人(36％)

管内医療機関
579人(64%)
管内医療機関
579人(64%)

管内 
その他医療機関
222人

管内 
その他医療機関
222人

357人

東千葉
メディカルセンター管内医療機関内訳

R6年度（2,788人）の内訳 
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R6R6R5R5R4R4R3R3R2R2R1R1H30H30H29H29H28H28H27H27H26H26

△15億
4,100万
△15億
4,100万

△16億
5,600万
△16億
5,600万

△11億
7,700万
△11億
7,700万 △13億

2,900万
△13億
2,900万

17億
7,200万
17億
7,200万

△12億
2,800万
△12億
2,800万

△12億
6,700万
△12億
6,700万

△9億
4,700万
△9億
4,700万

△1億
9,200万
△1億
9,200万

27億
3,400万
27億
3,400万

△14億
5,200万
△14億
5,200万

△9億
1,900万
△9億
1,900万

△57億
300万
△57億
300万

△39億
3,100万
△39億
3,100万 △48億

7,800万
△48億
7,800万

△50億
7,000万
△50億
7,000万

△23億
3,600万
△23億
3,600万

③…繰越損失（累積赤字）③…繰越損失（累積赤字）

①…当期純利益（損失）
　　（＝収益－経費）

繰越損失が
大きく減少
繰越損失が
大きく減少

②…①から補助金
　　などを除いた
　　当期純利益（損失）

②…①から補助金
　　などを除いた
　　当期純利益（損失）

△31億
9,700万
△31億
9,700万

△43億
7,400万
△43億
7,400万

（億円）（億円）

（年度）

損失損失

利益利益

13億
4,200万
13億
4,200万

△10億
3,000万
△10億
3,000万

△9億
9,500万
△9億
9,500万

△18億
8,200万
△18億
8,200万

△29億
400万
△29億
400万

△10億2,200万△10億2,200万

△8億
8,800万
△8億
8,800万

新型コロナウイルス感染症対応に伴う
病床確保支援を含む
新型コロナウイルス感染症対応に伴う
病床確保支援を含む千葉県からの追加

財政支援を含む
千葉県からの追加
財政支援を含む

△14億
4,600万
△14億
4,600万

反
映
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
取
り
巻

く
環
境
は
油
断
の
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

財
務
体
質
の
さ
ら
な
る
改
善
を
図

り
、
設
立
団
体
に
よ
る
負
担
額
を
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
引
き

続
き
法
人
と
と
も
に
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
、
法
人
の

認
可
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
健

医
療
計
画
を
定
め
、
二
次
保
健
医

療
圏
を
設
定
し
た
千
葉
県
に
対
し
、

引
き
続
き
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

の
厳
し
い
経
営
状
況
に
つ
い
て
理

解
を
求
め
な
が
ら
、
平
成
30
年
度

の
追
加
財
政
支
援
に
係
る
協
議
の

際
に
要
望
・
提
起
し
た
次
の
3
つ
の

項
目
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
二
次
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
関
係

自
治
体
に
対
し
て
の
財
政
支
援
を

含
め
た
連
携
へ
の
働
き
か
け
を
、

千
葉
県
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
。

②
県
内
公
立
病
院
の
設
立
・
設
置
団

体
の
財
政
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
た

か
た
ち
で
の
、
公
立
病
院
に
お
け

る
救
急
を
は
じ
め
と
し
た
政
策
医

療
の
提
供
に
対
す
る
、
千
葉
県
に

よ
る
新
た
な
支
援
制
度（
補
助
金
）

を
創
設
す
る
こ
と
。

③
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

累
積
赤
字
の
取
り
扱
い
や
解
消
に

向
け
た
手
立
て
に
つ
い
て
、
設
立

団
体
と
共
に
考
え
て
い
く
こ
と
。

経営状況の推移グラフ3

工
夫
は
質
の
良
い
睡
眠
に
つ
な
が
り

ま
す
。

	◆
た
ば
こ
の
害
を
理
解
し
て
自
分

や
周
囲
の
人
を
守
ろ
う
！

た
ば
こ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
喫
煙
中
の
方
は
、
禁
煙
に
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

	◆
お
酒
の
適
量
を
意
識
し
よ
う
！

ビ
ー
ル
な
ら
中
瓶
１
本
、
日
本
酒

は
、１
合
程
度
が
適
量
の
目
安
で
す
。

	◆
歯
・
口
の
健
康
を
守
ろ
う
！

歯
磨
き
に
加
え
、
定
期
的
に
歯
科

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

歯
の
健
康
は
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
が
り
ま
す
。

	◆
家
族
で
協
力
し
て
子
育
て
を
し

よ
う
！

子
育
て
に
悩
ん
だ
時
は
、
身
近
な

人
や
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
各
種
健
（
検
）
診
、
乳

幼
児
健
診
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会

や
運
動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
取
り
組
み

が
心
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
の
第
一

歩
で
す
。

９
月
は
健
康
増
進
計
画
普
及
月
間
で
す

９
月
は
健
康
増
進
計
画
普
及
月
間
で
す

４
月
か
ら
「
と
う
が
ね
健
康
プ
ラ

ン
21
（
第
３
次
）」
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
総
合
目
標
は

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」、
基
本
理
念
は

「
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
分
ら
し
く
元
気
に
暮
ら

せ
る
よ
う
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る　
　
　

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み　

７
項
目

	◆
肥
満
・
若
年
期
の
や
せ
・
高
齢
期

の
低
栄
養
を
予
防
し
よ
う
！

毎
日
の
食
事
で
ご
は
ん
・
パ
ン（
主

食
）、
肉
・
魚
・
卵
（
主
菜
）、
野
菜
・

海
藻
・
キ
ノ
コ
（
副
菜
）
を
組
み
合

わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。

	◆
自
分
に
適
し
た
身
体
活
動
を
見
つ

け
て
無
理
な
く
体
を
動
か
そ
う
！

階
段
を
使
う
、遠
回
り
し
て
歩
く
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
、

少
し
の
プ
ラ
ス
の
動
き
が
体
力
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

	◆
睡
眠
や
休
養
の
大
切
さ
を
意
識

し
よ
う
！

毎
日
同
じ
時
間
に
寝
起
き
す
る
、

寝
る
前
の
ス
マ
ホ
を
控
え
る
な
ど
の
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